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福井県内中高一貫校の高校物理部に向けた理科実験教室１）の教材として、ブレッドボードを用

いた難しい合成抵抗の学習内容を開発し、実践したので報告する。従来、難しい合成抵抗の問題

は、直列・並列つなぎにおけるオームの法則を利用して式計算で解答を求めていただけであった

が、本教材では、ブレッドボード上で同じ回路を組み立て、デジタル・マルチメータを用いて抵

抗測定することで実験結果としても解答を求めることができる。本教材は、従来と比べて、もっ

と楽しく、もっと経験的に、難しい合成抵抗を学習できる利点を持つことが確認された。 

図１に、一例として、難しい合成抵抗の問題（図１a）と、ブレッドボード上で組み立てた回路

（図１b）を示す。図１b の回路は、図１a の抵抗 R として 1kΩを使って作製したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

図２に、マルチメータによる測定結果を示す。合成抵

抗の問題の答えが 1.25R に対して、表示は 1.241kΩで

あった。抵抗 R = 1kΩなので、理論値は 1.25kΩとなる。

この結果、理論値と実験値の相違は 0.3%と十分小さな

差異となり、回路を組みながら、問題を解く有効性が高

いことを示している。当日は、他の問題も例示し、実践

結果について詳しく報告する。 
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図１ 難しい合成抵抗の問題（a）とその回路（b） 
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図２ マルチメータによる測定結果．

表示は、1.241 kΩを示している． 
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